
お
詫
び

編

集

部

柿
崎
さ
ま
よ
り
こ
の
会
誌
の
編
集
を
引
き
継
ぎ
、
昨
年
で
早
、

六
号
と
な
り
ま
し
た
。
十

一
号
よ
り
十
六
号
で
す
。

私
(
萩
原
)
は
、
今
ま
で
に
も
幾
つ
か
の
変
換
ミ
ス
や
単
純

ミ
ス
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
(
十
六
号
)
は
よ
り

大
き
な
ミ
ス
を
お
か
し
、
書
い
て
下
さ
っ
た
方
に
実
に
不
愉
快

な
思
い
を
さ
せ
、
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

編
集
者
が
し
て
は
な
ら
な
い

一
番
大
き
な
ミ
ス
、
お
粗
末
な

ミ
ス
で
あ
る
校
正
作
業
を
怠
っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

筆
者
な
ら
び
に
読
ん
で
い
た
だ
い
た
方
々
に
、
心
か
ら
お
詫

び
申
し
上
げ
、
遅
蒔
き
な
が
ら
こ
こ
に
誤
り
箇
所
、
訂
正
版
を

載
せ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

今
後
、

二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、
務
め
て
行

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

訂
正
箇
所
、

訂
正
内
容
を
下
記
に
示
し
ま
す
。

『ェ，

ほ
ん
と
う
?
(三)』十

六
号
9
8
頁
1

1
0
6
頁

* 
「
ア
メ
リ
カ
、
N
Y
で
遭
遇
し
た
出
来
事
』

9

8
頁

下

段

最

下

段

中

央

十
八
回
生
片
山
章
氏
著
の
文
章
の
中
で
、
不
必
要
な

数
字

「
1
」

「
ラ
・
ガ

l
デ
イ
1
ア
空
港
」
↓
「
ラ
・
ガ

l
デ
イ
空

港」同
様
の
も
の
が
、

1
0
5
頁、

1
0
6
頁
に
も

『
赤
レ
ン
ガ
の
東
京
駅
に
三
か
月
寝
起
き
』

十
六
号

1
0
7
頁

二
十
七
回
生
萩
原
直
大
氏
著
の

*

1

0

8
頁
と
1
0
9
頁
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
印
刷
屋
の
ミ
ス
で
は
な
く
、
本
人
の
ミ
ス
。

他
に
お
気
付
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
編
集
部
へ

『
新
島
八
重
さ
ん
』

十
六
号

1
0
4
頁
1
1
0
5
頁

十
八
回
生
小
木
曽
(
名
田
)
文
子
様
著

さ
ん
』
の
中
で
、
次
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

の
『
新
島
八
重

* 
本
文
の
最
初
の
頁

(
1
0
4
頁
)
、
上
段

9
行
目

「旧
九
条
河
原
町
別
邸
」
↓
「
旧
九
条
家
河
原
町
別
邸
」

に
修
正
。

* 
同

頁

上

段

1
0
行
目

『
(
現
京
都
府
立
鴨
高
等
学
校
)
」

↓
「
(
現
京
都
府
立
鴨
済
高
等
学
校
)
」
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に
修
正
。

* 
同

頁

下

段

1
0
行
目
最
下
段

意
味
不
明
の
数
字
「
5
」

i
消
去

* 
1
0
5
頁

上

段

1
行
目

「
信
何
の
篤
い
」
↓
「
信
仰
心
の
篤
い
」
に
修
正
。

1
0
5
頁

上

段

1
6
行
目
最
終
文

「
(
和
田
昌
故
人
)
」

l
『
(
和
田
昌
允
故
人
)
』

に
修
正
。

* お
こ
と
わ
り

『
敬
称
に
つ
い
て
」

編

集

部

第
十
七
回
の
総
会
で
、
元
内
閣
官
房
長
官
藤
村
修
氏
に
ス
ピ

ー
チ
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
今
回
の
会
誌
に
載
せ
て

お
り
ま
す
が
、
そ
の
文
章
に
付
け
た
氏
の
肩
書
に
つ
い
て
、
数

人
の
方
か
ら
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
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* * 
こ
の
種
の
会
誌
で
は
、
肩
書
を
付
け
な
い
の
が
通
例
。

元
官
房
長
官
と
し
て
挨
拶
を
お
願
い
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

以
前
の
肩
書
と
し
て
も
付
け
な
い
の
は
失
礼
。

失
礼
と
感
じ
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
ご
本
人
し
か
分
か
ら
な
い

も
の
の
、
失
礼
に
当
た
ら
な
い
方
を
選
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
こ
の
程
度
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
編
集

部
の
適
当
な
判
断
と
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
意
見
は
伺
い
ま
す
の
で
お
寄
せ
下
さ
い
。


